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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 72.6

▲ 43.8

▲ 43.6

▲ 70.5

▲ 43.9

▲ 40.9

　　D.I.

▲ 65.0

▲ 57.5

▲ 70.5

▲ 45.8

▲ 41.4

▲ 65.0

▲ 55.2

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

全業種総合 回答企業 社（回答率： ％）

当期の業況判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となり、地区別

でも、すべての地区で ポイント超の大幅

改善となりました。業種別に見ると、すべ

ての業種で改善となりましたが、特に不動

産業が ポイントと、改善幅が最も大き

な業種となりました。全業種の来期予想

は▲ と、業況はほぼ横ばいの見込

みで、下げ止まりの動きが見られます。

当期の売上額判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となり

ました。業種別に見ると、すべての業

種で改善となりましたが、特に不動産

業が ポイントと、改善幅が最も大

きな業種となりました。対前年同期比

の売上額判断 は▲ と、 ～ 月

期から ポイントの改善となりまし

た。全業種の来期予想 は▲ と、

売上はさらに小幅改善する見込みです。

当期の収益判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりま

した。業種別に見ると、すべての業種

で改善となりましたが、特に不動産業

が ポイントと、業況、売上同様、

改善幅が最も大きな業種となりました。

対前年同期比の収益判断 は▲

と、 ～ 月期から ポイントの改善と

なりました。全業種の来期予想 は

▲ と、収益はさらに改善する見込

みです。

前期実績

当期実績

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

１． 業 況

３． 収 益

２． 売 上 額

 

 

では

止

と

て

断指数

下幅

数▲

しています

されています

ていますが

かなしん　景況レポート2 かなしん　景況レポート



▲ 42.3

▲ 18.6

▲ 22.5

▲ 19.0

▲ 20.0

　▲　6.7

▲ 11.7

▲ 10.3

　▲　1.6

当期の資金繰り判断 は▲ と、

対前期比 ポイントの大幅改善となり

ました。業種別に見ると、全業種で改善

となりましたが、特に製造業、小売業が

ポイント超の改善となりました。全業

種の来期予想 は▲ と、資金繰り

は低下する見込みです。

当期の雇用状況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの 桁低下となりまし

た。業種別に見ると、 はすべての業種

で低下となりましたが、特に卸売業、小売

業は低下幅が大きな業種となりました。業

況に下げ止まりの動きがみられてきたた

め、人手不足感が強まったものと思われま

す。全業種の来期予想 は▲ と、人手

不足感は小幅に強まる見込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

設備状況

人 手

資金繰り

５． 雇 用

４． 資金繰り

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、

対前期比 ポイントの低下となりま

した。全業種の来期予想 は▲

と、不足感は小幅に緩和する見込みで

す。

売上、収益についても大幅改善となりましたが、業況、収益は最も低い水準の地区となりまし

た。来期予想については、業況は小幅低下、売上、収益については小幅改善する見込みです。

神奈川県の景況感について

神奈川県金融経済概況（ 年 月分）の概況は、「県内景気は新型コロナウイルス感染症の影響

から、一段と弱い動きとなっている」と、 年 月分からの判断を維持しました。項目別では＜

雇用・所得環境＞が引き下げられ、＜個人消費＞で一部持ち直しが見られるとしています。神奈川

県の経済情勢報告（令和 年 月判断）の総括判断は、「新型コロナウイルス感染症の影響により、

厳しい状況にあるものの、足下では下げ止まりの動きがみられる」として、前回判断から引き上げ

られました。項目別では＜個人消費＞が引き上げられ、＜雇用情勢＞、＜設備投資＞、＜企業収益

＞が引き下げられました。全国単位では、 月の月例経済報告の基調判断を「依然として厳しい状

況にあるが、このところ持ち直しの動きが見られる」として、前月判断が据え置かれています。こ

のように神奈川県・全国ともに景気の一部持ち直しが見られており、新型コロナウイルス感染症の

動向を注視する必要あるものの、厳しい状況からの持ち直しに向かうことが期待されています。
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比

来期予想については、

況は小幅低下する見込みです。

期比

た

幅改善

は

で

きな

比

が、サービス業に次いで低い水準の業種と

なりました。対前年同期比の収益判断

は▲

大幅改善となりました。来期予想につい

ては、

準ながらさらに

業況 ・ 売上額 ・ 収益 の推移（全業種総合：当金庫） 

▲

▲

▲

▲

業況 売上額 収益

（予想） 

日銀短観（企業規模別）、法人企業景気予測調査 横浜財務事務所）、当金庫業況 の推移 

▲ 80 

▲ 60 

▲ 40 

▲ 20 

0

20

40
当金庫 中堅企業 中小企業 大企業 景気予測調査 

（予想） 

日銀短観：9月期は予想 

「短観（神奈川県分）」（ 年 月分）は 年 月 日発表予定のため、本レポート作成時点

では上記短観の調査結果は確認できていません。ですが、発表済公的調査の景況感において、下げ

止まりや持ち直しが示されていることから、前回調査予測値同程度もしくは上昇する可能性もある

と考えます。

関東財務局横浜財務事務所発表の「法人企業景気予測調査」は、 年 ～ 月期の上昇を除い

て、 年 ～ 月期以降下降トレンドにあり、 年 ～ 月期の全規模・全産業ベースの景況判

断指数においては▲ と前回調査比 ポイント低下し、 年度の同調査開始以降、最大の低

下幅となりました。 年 ～ 月期は最大の低下幅となった前回調査結果から大きく上昇し、同指

数▲ となり、新型コロナウイルス感染症の影響による景気悪化が懸念される前の水準まで改善

しています。 年 ～ 月期の同指数予想数値では、上昇幅小さくなるものの更なる改善が予想

されています。同調査は、従前より振れ幅に違いあるものの当金庫景気動向調査と近い推移を示し

ていますが、今回調査結果においても、同様な推移が確認出来る結果となりました。

年 ～ 月期の業況判断 は▲ と、対前期比 ポイントの大幅改善となりました。

売上、収益についても ポイント超の大幅改善となりました。緊急事態宣言が解除され下げ止ま

りの動きがみられるものの、各業種から「今後の見通しが立たず不安である」というコメントが

多く寄せられました。一方、「コロナ対応に特化したインフラ整備向けのオーダーが入り、年末

に向けて活況の見通しである。」（製造業 、「在宅勤務ができる間取りの確保のための一戸建

てニーズの復調等、湘南地区の需要は高まっている。」（不動産業）等の明るいコメントも寄せ

られています。来期予想については、業況はほぼ横ばい、売上、収益については小幅改善する見

込みです。
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当期の

前期比

した。来期予想については、

と、資金繰りは横ばいとなる見込みです。

最

予想

不足感

前期比

た。来期予想については、

と、不足感はほぼ横ばいの見込みです。
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（予想） 
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地区別の業況・売上・収益の推移（当金庫）
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▲ 40 
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業況 売上 収益 

（予想） 

横須賀地区 

横浜地区 

藤沢地区 

横須賀地区の 年 ～ 月期の業況判断 は▲ と、対前期比 ポイントの大幅改善、

売上、収益についても ポイント超の大幅改善となりました。来期予想については、業況はほ

ぼ横ばい、売上、収益については改善する見込みです。

横浜地区の 年 ～ 月期の業況判断 は▲ と、対前期比 ポイントの大幅改善、

売上、収益についても大幅改善となりましたが、業況、収益は最も低い水準の地区となりまし

た。来期予想については、業況は小幅低下、売上、収益については小幅改善する見込みです。

藤沢地区の 年 ～ 月期の業況判断 は▲ と、 ポイントの大幅改善、売上、

収益についても ポイント前後の改善となりました。来期予想については、業況、売上、収

益の各指標とも改善する見込みです。
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 75.0

▲ 42.8

▲ 45.0

▲ 76.5

▲ 45.0

▲ 34.0

▲ 81.4

▲ 56.3

▲ 77.7

▲ 50.5

▲ 35.1

▲ 78.7

▲ 52.1

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

製 造 業 回答企業 社（回答率： ％）

１． 業 況

当期の業況判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となりました。

来期予想については、 は▲ と、業

況は小幅低下する見込みです。

２． 売 上 額

３． 収 益

当期の売上額判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりまし

た。対前年同期比の売上額判断 は▲

と、 ～ 月期から ポイントの大

幅改善となりました。来期予想について

は、 は▲ と、 桁改善する見込み

で、マイナス水準ながら改善幅が最も大

きな業種となりました。

当期の収益判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となりました

が、サービス業に次いで低い水準の業種と

なりました。対前年同期比の収益判断

は▲ と、 ～ 月期から ポイントの

大幅改善となりました。来期予想につい

ては、 は▲ と、収益はマイナス水

準ながらさらに 桁改善する見込みです。 前期実績

当期実績

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

比

が、サービス業に次いで低い水準の業種

となりました。来期予想については、

は▲

く見込みです。

期比

が、サービス業に次いで低い水準の業種と

なりました。対前年同期比の売上額判断

トの改善となりました。来期予想について

は、

善する見込みです。

比

対前年同期比

～

りました

▲

最

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

業 況
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▲ 48.7

▲ 17.5

▲ 17.5

▲ 2.2

▲ 2.1

▲ 2.2

当期の資金繰り判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となりま

した。来期予想については、 は▲

と、資金繰りは横ばいとなる見込みです。

当期の雇用判断 は と、対前期比

ポイントの 桁低下となりましたが、

最も良い水準の業種となりました。来期

予想については、 は▲ と、人手

不足感はさらに小幅に強まる見込みです。

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの小幅低下となりまし

た。来期予想については、 は▲

と、不足感はほぼ横ばいの見込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

設備状況

人 手

資金繰り

期比

た

と

比

に転じ、低下幅が最も大きな業種となりま

した。来期予想については、

と、人手不足感は緩和する見込みです。

当期

前期比

た

と

５． 雇 用

４． 資金繰り

調 査 先 の コ メ ン ト

○社長になるべき人材がいない為、 を検討している。

○去年より不調である製造業界において、新型コロナウイルス感染症の拡大が追い打ちをかける

ような状況となり、景気はさらに悪化し厳しさが増す見込みです。

○前回、 か月間の一斉休業を実施した親企業は、その後週休 日制を 月まで続ける予定で、

月以降の生産計画を策定しづらい状況のようです。

○建設関連の需要は戻りつつあり、 月～来年 月は相応の回復が見込まれる。他方、自動車

（主にトラック）関連の戻りは鈍い。

○コロナの影響で景気全般が下降気味です。ただし、コロナ対応に特化したインフラ整備向けの

オーダーが ヶ月遅れて入ってきたため、年末に向けて活況の見通しです。

○ 月後半から受注が減少している。この業種はあまり影響を受けないと思っていたが、受注が

ストップ状態で驚いている。

○主要エンドユーザーの生産回復時期がいつ頃になるかが重要と思われるが、コロナの影響と個

々の取引先との二重要因による受注減が現在の業績に表れている。

○ 、 月は年間で最も多い売上実績があり、今回の海、プール、イベント中止により売上が大き

く低下することとなり、今後、業務の一部見直しが必要である。ネットを含めた販売方法の

見直しを進めていく予定である。

○新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、テレワークや在宅勤務が多くなるので、リフォーム

等に力を入れていきたいと思います。
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 78.3

▲ 44.6

▲ 50.0

▲ 70.2

▲ 48.9

▲ 45.6

▲ 70.2

▲ 65.9

▲ 70.2

▲ 43.4

▲ 55.5

▲ 64.8

▲ 63.0

卸 売 業 回答企業 社（回答率： ％）

当期の業況判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となりました

が、サービス業に次いで低い水準の業種

となりました。来期予想については、

は▲ と、業況は低下し厳しい水準が続

く見込みです。

２． 売 上 額

３． 収 益

当期の売上額判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりました

が、サービス業に次いで低い水準の業種と

なりました。対前年同期比の売上額判断

は▲ と、 ～ 月期から ポイン

トの改善となりました。来期予想について

は、 は▲ と、売上はさらに小幅改

善する見込みです。

当期の収益判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となりました。

対前年同期比の収益判断 は▲ と、

～ 月期から ポイントの小幅改善とな

りました。来期予想については、 は

▲ と、収益は 桁低下する見込みで、

最も低い水準の業種となりました。 前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

期比

た。来期予想については、

と、業況は小幅低下する見込みです。

期比

た

改善

する

比

業

た

と

なりました

▲

みです

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

１． 業 況
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▲ 40.5

▲ 19.1

▲ 30.4

▲ 19.1

▲ 13.0

▲ 21.6

▲ 19.1

▲ 20.0

当期の資金繰り判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりまし

た。来期予想については、 は▲

と、資金繰りは 桁低下する見込みです。

５． 雇 用

当期の雇用判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅低下となりマイナス

に転じ、低下幅が最も大きな業種となりま

した。来期予想については、 は▲

と、人手不足感は緩和する見込みです。

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの小幅改善となりまし

た。来期予想については、 は▲

と、不足感は小幅に強まる見込みです。

設備状況

人 手

前期比

善幅が最も大きな業種となりました。来期

予想については、

りは低下する見込みです。

比

に

期予想

不足感

期比

の業種となりました。来期予想については、

見込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

資金繰り

前期実績

当期実績

来期予想

調 査 先 の コ メ ン ト

４． 資金繰り

○今回の新型コロナウイルス感染症に関する政府が行っている助成金や給付金制度は様々な

タイプのものがあるが、経営者が一番負担を強いられている現状に何とか対応して欲しい

ものです。

○受注は減少傾向ですが今のところやりくりがついています。得意先の話では、この先は予測

がつかないとの声が多いので不安があります。

○新型コロナウイルス感染症が収束するまで景気動向の見通しがつかない。

補助対象者：神奈川県内の事業所で補助事業を実施し、 登録して発行された「感染防止対策取

組書」を掲示している中小企業支援法第 条第 項に規定する中小企業者、特定非営利

活動法人（認定特定非営利活動法人は除く）、社団法人、財団法人。

事業の内容：①非対面型ビジネスモデル構築事業・感染症拡大防止事業、② サービス導入事業、

③生産設備等導入事業

補助上限額：①・② 万円、③ 万円（補助率：①・②・③補助対象経費の 以内）

募集期間 ：①令和 年 月 日～ 月 日、②・③令和 年 月 日～ 月 日（全て郵送申請のみ）

詳細については、神奈川県 のトップページより”新型コロナウイルス感染症の流行により影響

を受けている事業者の皆様へ”を確認し、ウイズコロナ時代の事業活動への活用をご検討下さい。

神奈川県 中小企業・小規模企業感染症対策事業費補助金のご案内

○全般的

○新車

○自粛解除

○

○緊急事態宣言解除以降、多少、客足

○観光地

○日照不足

○食

○

○当社
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 74.0

▲ 43.6

▲ 46.2

▲ 72.7

▲ 44.0

▲ 40.9

▲ 63.6

▲ 72.7

▲ 40.7

▲ 39.0

▲ 73.6

▲ 55.4

▲ 73.6

前期比

したが

た

幅低下

は

するものの

す

小 売 業 回答企業 社（回答率： ％）

１． 業 況

当期の業況判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりまし

た。来期予想については、 は▲

と、業況は小幅低下する見込みです。

３． 収 益

当期の売上額判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりまし

た。対前年同期比の売上額判断 は▲

と、 ～ 月期から ポイントの 桁

改善となりました。来期予想については、

は▲ と、売上はさらに小幅改善

する見込みです。

当期の収益判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅改善となり、不動産

業に次いで改善幅が大きな業種となりまし

た。対前年同期比の収益判断 は▲

と、 ～ 月期から ポイントの 桁改善と

なりました。来期予想については、 は

▲ と、収益はさらに小幅改善する見込

みです。

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

前期比

ましたが

ました

▲

の

期比

したが、最も低い水準の業種となりま

した。対前年同期比の収益判断

▲

改善となりました。来期予想について

は、

善するものの、厳しい水準が続く見込

みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

２． 売 上 額
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▲ 54.5

▲ 21.2

▲ 29.2

▲ 24.2

▲ 29.8

▲ 16.0

▲ 24.2

▲ 22.8

当期の資金繰り判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となり、改

善幅が最も大きな業種となりました。来期

予想については、 は▲ と、資金繰

りは低下する見込みです。

５． 雇 用

当期の雇用判断 は▲ と、対前期

比 ポイントの大幅低下となり、建設業

に次いで低い水準の業種となりました。来

期予想については、 は▲ と、人手

不足感はさらに強まる見込みです。

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの低下となり、最も低い水準

の業種となりました。来期予想については、

は▲ と、不足感は小幅に緩和する

見込みです。

設備状況

人 手

対前期比

りましたが

りました

は

厳

期比

た。

と、人手不足感は小幅に緩和する見込み

です。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

資金繰り

前期実績

当期実績

来期予想

調 査 先 の コ メ ン ト

４．資金繰り

前期比

来期予想

足感

○全般的に消費者の購買意欲は高くなっていますが、マスク等のコロナウイルス対策商品があるた

めだと考えます。しかし、 月以降は不透明で、何が必要とされるのか検討を重ねているところ

です。

○新車の販売が減少している。

○自粛解除となったが、来客数は減少し価格の高い商品は動きが鈍い。

○コロナ禍による売上の推移は低いままです。また、繁忙期の日別売上高が、同じ曜日周りの年と

比べても、 密防止のためか極端にばらけていて、計画通りに運びませんでした。

○緊急事態宣言解除以降、多少、客足は戻ってきたものの、昨年まで好調だったインバウンドでの

集客が見込めないのと、コロナの感染者がまだまだ減らないため、今期は回復を期待できない。

○観光地なので人の動向を注視しながら、事業の内容、方向性を見ていく必要を感じています。

○日照不足や長雨などの影響で、野菜の価格が高騰していて、消費者は価格の高い野菜の購入を躊

躇しています。価格を抑えて販売しているため、利益が減ってきています。

○食べ物を扱う業種なので、コロナは余り影響はないですが、クオリティーの高い物を提供してお

客さまの満足感を応援する企業になりたいと思っています。

○ ～ 月期に比べ ～ 月期は消費者の消費は防衛気味と感じる。仕入先も配送日縮小など、配送コ

スト、在庫等面倒になっていく感じがする。

○当社のように悪い業態がある一方、良い業態と商品もあるので切り替えていく次第です。

○

○

○

○昼間

○当社

○

○高齢者
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 84.8

▲ 66.2

▲ 60.7

▲ 84.8

▲ 62.7

▲ 57.1

▲ 72.7

▲ 74.1

▲ 86.3

▲ 63.9

▲ 54.7

▲ 80.3

▲ 76.1

当期の売上額判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となりま

したが、最も低い水準の業種となりまし

た。対前年同期比の売上額判断 は▲

と、 ～ 月期から ポイントの小

幅低下となりました。来期予想について

は、 は▲ と、売上はさらに改善

するものの、厳しい水準が続く見込みで

す。

サービス業 回答企業 社（回答率： ％）

１． 業 況

当期の業況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの 桁改善となり

ましたが、最も低い水準の業種となり

ました。来期予想については、 は

▲ と、業況はさらに改善するもの

の厳しい水準が続く見込みです。

２． 売 上 額

当期の収益判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となりま

したが、最も低い水準の業種となりま

した。対前年同期比の収益判断 は

▲ と、 ～ 月期から ポイントの

改善となりました。来期予想について

は、 は▲ と、収益はさらに改

善するものの、厳しい水準が続く見込

みです。

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

前期比

した

す

前期比

した。対前年同期比の売上額判断

▲

低下となりました。来期予想について

は、

下する見込みです。

期比

前年同期比の収益判断

～

りました。来期予想については、

▲

込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

３． 収 益
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▲ 53.0

▲ 32.9

▲ 33.7

　▲　1.5

▲ 19.7

▲ 18.0

　　D.I.

▲ 3.0

▲ 9.5

▲ 4.8

４． 資金繰り

当期の資金繰り判断 は▲ と、

対前期比 ポイントの大幅改善とな

りましたが、最も低い水準の業種とな

りました。来期予想については、

は▲ と、資金繰りは小幅に低下し

厳しい水準が続く見込みです。

５． 雇 用

当期の雇用判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの 桁低下となりまし

た。来期予想については、 は▲

と、人手不足感は小幅に緩和する見込み

です。

人 手

資金繰り

対前期比

ました

▲

です

当期の

期比

い水準の業種となりました。

ついては、

はさらに小幅に強まる見込みです。

対前期比

した

▲

込

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

調 査 先 の コ メ ン ト

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの低下となりました。

来期予想については、 は▲ と、不

足感は小幅に緩和する見込みです。

設備状況

前期実績

当期実績

来期予想

○いわゆる”夜の街”が復活しないことには当社の売上も向上しない。人手不足に加え人出まで

減少している現状は極めて厳しい。

○コロナ禍が終息するまで現体制を維持することに全力を注いでいます。出来る対策を全て講じ

た上で、利用してくださったお客さまが戻ってきてくださるまで耐えていきたいと思います。

○このコロナ感染という大変な時期、前年度より売上等低下したため、人件費を抑えたりいろいろ

とやりくりをし、前向きに売上向上を考えています。

○昼間と夜間での人の動き（売上）がハッキリと分かれてきている。

○当社の観光業では 、 月位からコロナウイルスの関係で売上が ％～ ％激減しており、政府に

よる トラベル等についても未だに指針が決まっておらず、現場では混乱が続いています。

○コロナの経済政策、金融政策がモルヒネのように効いているが、消費の冷え込みが回復しない

限り出口が見えない。

○高齢者が治療を中断してましたが、やや戻りつつあるようです。
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 55.8

▲ 35.9

▲ 36.4

▲ 52.9

▲ 39.3

▲ 42.3

▲ 37.6

▲ 45.9

▲ 47.0

▲ 42.6

▲ 41.1

▲ 35.2

▲ 45.3

建 設 業 回答企業 社（回答率： ％）

当期の業況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの 桁改善となりま

した。来期予想については、 は▲

と、業況は小幅低下する見込みで

す。

２． 売 上 額

３． 収 益

当期の売上額判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの 桁改善となりま

した。対前年同期比の売上額判断 は

▲ と、 ～ 月期から ポイントの

低下となりました。来期予想について

は、 は▲ と、売上は小幅に低

下する見込みです。

当期の収益判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの改善となりました。対

前年同期比の収益判断 は▲ と、

～ 月期から ポイントの 桁低下とな

りました。来期予想については、 は

▲ と、収益はさらに小幅改善する見

込みです。

前期実績

当期実績

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

前期比

最も良い水準の業種となり、改善幅も

最も大きくなりました。来期予想につ

いては、

に改善する見込みです。

期比

も良い水準の業種となり、改善幅も最も

大きくなりました。対前年同期比の収益

判断

ポイントの

想については、

さらに小幅改善する見込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

１． 業 況

前期比

最

も

上額判断

来期予想

売上

業種
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▲ 25.0

▲ 11.2

▲ 16.4

▲ 23.5

▲ 32.5

▲ 35.2

▲ 4.4

▲ 3.5

当期の資金繰り判断 は▲ と、

対前期比 ポイントの 桁改善となり

ました。来期予想については、 は

▲ と、資金繰りは低下する見込み

です。

５． 雇 用

当期の雇用判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの低下となり、最も低

い水準の業種となりました。来期予想に

ついては、 は▲ と、人手不足感

はさらに小幅に強まる見込みです。

６． 設備状況

当期の設備状況判断 は▲ と、

対前期比 ポイントの低下となりま

した。来期予想については、 は

▲ と、不足感は小幅に緩和する見

込みです。

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

設備状況

人 手

当期の

前期比

も良い水準の業種となりました。来期予

想については、

はさらに小幅改善する見込みです

資金繰り

前期実績

当期実績

来期予想

４． 資金繰り

期比

来期予想については、

人手不足感は小幅に緩和する見込みで

す。

調 査 先 の コメント

○中国製の通信機器等の購入を、米中貿易摩擦による今後のアフターサービス等を鑑み止めてい

る。今後 年のキャッシュフローを鑑み、固定費の削減及び経費の削減をより一層図り、キャッ

シュの内部留保を多くする方針である。

○この状況なので先が読みづらい。

○過去の不況時を見る限り、建設業関連の場合、 ～ 年のタイムラグがある。超大手ゼネコンの

関連会社によると、 年度前半は非常に落ち込むということであり、それ以降の物件に注力

する。

○大型工事の受注済みに対する社内体制、外注先について検討中である。中国他海外生産品の調

達、納期など不安要素が大きい。

○現在は、コロナの影響は事業面では特になくなった感じである。今後の不景気予想が一番心配で

ある。
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　当期実績（2020年  7 ～  9月期実績）
　来期予想（2020年10 ～ 12月期予想）

▲ 68.8

▲ 21.5

▲ 13.7

▲ 62.2

▲ 13.7

▲ 19.6

▲ 53.3

▲ 31.3

▲ 66.6

▲ 25.4

▲ 23.5

▲ 48.8

▲ 35.2

不動産業 回答企業 社（回答率： ％）

１． 業 況

当期の業況判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となり、

最も良い水準の業種となり、改善幅も

最も大きくなりました。来期予想につ

いては、 は▲ と、業況はさら

に改善する見込みです。

２． 売 上 額

３． 収 益

当期の収益判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの大幅改善となり、最

も良い水準の業種となり、改善幅も最も

大きくなりました。対前年同期比の収益

判断 は▲ と、 ～ 月期から

ポイントの 桁改善となりました。来期予

想については、 は▲ と、収益は

さらに小幅改善する見込みです。

前年同期比収益

前期比収益

前年同期比売上額

前期比売上額

業 況

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

良 い 悪 い

普 通

多 い 少ない

当期の売上額判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの大幅改善となり、

最も良い水準の業種となり、改善幅も最

も大きくなりました。対前年同期比の売

上額判断 は▲ と、 ～ 月期から

ポイントの大幅改善となりました。

来期予想については、 は▲ と、

売上は低下するものの、最も良い水準の

業種となる見込みです。
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▲ 22.2

　▲　3.9

　▲　1.9

▲ 13.3

▲ 17.6

▲ 15.6

　　　　
　　　

　　
　　
　
　　
　
　　

当期の資金繰り判断 は▲ と、対

前期比 ポイントの 桁改善となり、最

も良い水準の業種となりました。来期予

想については、 は▲ と、資金繰り

はさらに小幅改善する見込みです。

５． 雇 用 人 手

資金繰り

前期実績

当期実績

来期予想

前期実績

当期実績

来期予想

調 査 先 の コ メ ン ト

４． 資金繰り

当期の雇用判断 は▲ と、対前

期比 ポイントの低下となりました。

来期予想については、 は▲ と、

人手不足感は小幅に緩和する見込みで

す。

○不動産は売れている状況と考えられる。

○ 月中旬頃より新型コロナウイルス感染症の感染者の急激な増加によりお客様の足が止まり、

月中は前年比 ％減位と思われます。住まいに関しては潜在的なお客様がいるため感染者が

減少すれば景気動向もよくなってくると思っています。

○緊急事態宣言解除以降、賃貸仲介、売買仲介ともに大幅に計画予算を上回る売上・利益の確

保が行われている。在宅勤務・テレワークへの移行に伴う需要喚起、利便性よりも環境を重

視した居宅選び、在宅勤務ができる間取りの確保のための一戸建てニーズの復調等、湘南地

区の需要は高まっているものと感じる。現在の活況が根付くものか、一過性のブームに終わ

るのか見極めが難しいものの、地場企業はこのムーブメントを永続させるために行動を起こ

さなければならないと感じています。

○飲食店舗にお客様が戻りつつあるが、今後の状況により不透明。

○大型飲食店の退去対策として、 ㎡以上の貸店舗等を利用する新業態の見極めが重要であ

る。
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1．御社では、売上高がコロナ前の水準に回復する時期を、いつごろと見込んでいますか。

　

　

2.御社では、テレワークや在宅勤務、リモートワークといった、出社を必要としない就労形態を実施（予定を
　含む）していますか。

3.御社では、今現在、雇用ならびに１人当たり支給額（給与、手当、賞与等）に関する方針について、どのよう
　にお考え（予定を含む）ですか。

　 

4.御社では、今現在、今後の事業の見通しについて、実施・検討していることはありますか。

　

5.御社では、今現在、営業拡大の観点で実施・検討していることはありますか。

特別調査 ・・・・「新型コロナウイルスの感染拡大を受けた中小企業の対応について」

売上高がコロナ前の水準に回復する時期については、「現状でコロナ前に到達・上回っている」が 社で

％、「 年中」が 社で ％、「 年中」が 社で ％、「 年中」が 社で ％と、約

年以内に回復するとの回答が合計で ％であった。一方、「戻ることはない」が 社で ％、「わから

ない」が 社で ％であった。

雇用ならびに支給額に関する方針については、

正規社員では①「雇用、支給額とも維持・増加

する」が 社で最も多く、「雇用、支給額とも

減らす」は 社と少数だった。非正規社員では

「該当者がいない」（ 社）を除けば正規社員

同様⑥「雇用、支給額とも維持・増加する」が

社で最も多かった。

営業拡大の観点で実施・検討していること

については、⓪「実施・検討していない」の

社を除くと、③「新しい顧客の開拓」が

社で、次いで⑥「既存顧客に対するサポ

ートの徹底」が 社、⑧「同業者・外部支援

機関等との連携強化」が 社と多かった。

テレワーク等の出社を必要としない就労形態の実施状況については、「実施できる業務ではない」が 社で

％と約 割近い回答であった。「コロナウイルス感染拡大前から実施済み」が 社で ％、「コロナウイル

スをきっかけに実施した」が 社で ％、「これから実施する予定」が 社で ％であった。

今後の事業の見直しについては、⓪「実施・

検討していない」の 社を除くと、③「職場

環境（ 密防止など）」が 社で、次いで②

「勤務時間・勤務方法」が 社、①「調達先・

調達方法（多様化・分散など）」が 社と多

かった。また、⑧「事業譲渡・廃業」との回答

も少数ではあるが 社あった。

198 
30 
33 
29 

169 
75 

21 
31 

63 
271 

0 50 100 150 200 250 300

⓪該当者はいない 

⑨雇用、支給額とも減らす 

⑧雇用を減らし、支給額は維持・増加する 

⑦雇用は維持・増加するが支給額を減らす 

⑥雇用、支給額とも維持・増加する 

⑤該当者はいない 

④雇用、支給額とも減らす 

③雇用を減らし、支給額は維持・増加する 

②雇用は維持・増加するが支給額を減らす 

①雇用、支給額とも維持・増加する 

①～⑤・・・正規社員に関する質問 ⑥～⓪・・・非正規社員に関する質問 

136 
13 

19 
49 

56 
81 

71 
148 

132 
106 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

⓪実施・検討していない 

⑨その他 

⑧事業譲渡・廃業 

⑦事業全体(事業転換など） 

⑥生産・販売拠点の見直し 

⑤事業継続計画（BCP)の整備・見直し 

④委託先・外注先選定の見直し 

③職場環境（３密防止など） 

②勤務時間、勤務方法 

①調達先・調達方法（多様化・分散など) 

0 50 100 150 200

⓪実施・検討していない 

⑨その他 

⑧同業者・外部支援機関等との連携強化 

⑦生産・販売拠点の拡充 

⑥既存顧客に対するサポートの徹底 

⑤新商品・サービスの開発 

④広告宣伝方法の模索（SNS活用など） 

③新しい顧客の開拓 

②販売チャネルの模索（配達など） 

①営業方法の模索（オンライン商談など） 55 
23 

159 

72 
66 

115 
35 

9 

103 

169 
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かなしん 景況レポート

株式会社ウッドベルシステム

～ で地域を繋ぐ～

代 表 者 ：代表取締役 鈴木 顕一郎

本社所在地：神奈川県横浜市南区大岡 － －

創 業：平成 年 月

事業内容 ：ソフトウエアの開発・運用、 機

器の販売、導入支援・保守専用サプ

ライ用品の導入

当社は新型コロナウイルス対策を様々な方法で

実施・提案・販売しています。皆様の参考として

いただける運用方法があれば幸いです。

Ⅰ．経営方針・モットー

当社の果たすべき役割は、地元地域が元気にな

るための一翼となることと考えます。当社の主要

業務である ICT（情報通信技術）を通じて、地元

地域の皆様の良きビジネスパートナーとして信頼

関係を築き、その輪を広げて地元地域に貢献する

ことが、地元横浜の経済を元気にすることに繋が

ると信じています。 
Ⅱ．景況について

周知のとおり、新型コロナウイルス感染症の影

響により経済全体は低迷していると実感していま

すが、当社においては幸いにも新型コロナウイル

ス感染症による打撃を受けることはありませんで

した。これは取引先がリモートワークへの取り組

みを実施したことや、ウインドウズ 7 からより強

固なセキュリティが期待出来るウインドウズ 10
への買い替え需要により、主力である PC の売上

が好調であったからです。今後も、当面は飲食業

や旅行業のような業界は引き続き厳しい状況が続

くと思われますが、ウィズコロナの体制を早期に

構築して経済活動を正常化することが地域経済の

回復に繋がると考えています。 

Ⅲ．感染症対策について

１．勤務体制

当社では新型コロナウイルス感染症対策と

して就労形態を定期的に交代させ、密により全

従業員が一度に集団感染しない体制を整備し

ています。また、社内の感染症対策として入口

に発熱チェックシステムを設置し、発熱者を入

社前に対処する仕組みも構築しています。この

発熱チェックシステムは既に来院患者数の多

い大型病院にも導入した実績があり、高い評価

をいただいております。同システムは当社での

運用のようにコンパクトな機能での運用なら

ば、比較的低額での導入が可能であり、新型コ

ロナウイルス感染症対策としておススメです。 
２．情報セキュリティ管理： の適合性評

価制度（認証基準 ）認証取得済企業 
新型コロナウイルス感染症対策としてリモ

ートワークを取り入れた又は試行を行った企

業も少なくないと思います。リモートワークで

最も悩ましいのが情報セキュリティです。その

対策として以下の確認が必要です。

（１） 物理的セキュリティ状況の確認：①有

線ＬＡＮでのネット環境接続②施錠可能な部

屋での作業及び施錠可能な引出等へのパソコ

ンの収納③自宅の見取り図

（２）人的セキュリティ：社外からアクセスで

きる先を社内設置パソコンのみとし、そのパソ

コンからのみ社内サーバーにアクセス出来る

システム（社外からは入力作業のみ可、プリン

トアウトやデータの保存等不可）の制限管理。 
Ⅳ 今後の展望について

当社では、このコロナ禍という環境の変化を

「ピンチをチャンスに」と捉えています。今ま

での主力業務であるソフトウエア開発に加え

て専用カートや飛散防止環境等の提案・販売、

一部ですが文房具等の販売もニーズ対応業務

として開始しました。これからも取引先の皆様

の良きビジネスパートナーとしての信頼を大

切にした業務運営を行いたいと考えています。 

お客さま景況インタビュー
インタビュー日付

年 月 日
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